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調査概要
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１．アンケート調査

＞調査対象：

・佐賀県地域共生ステーション連絡会（https://sachikyouren.com/member/） 加盟団体

＞調査項目：※詳細は巻末アンケート項目ご参照

・属性（ご回答者様情報、施設形態、施設概要）

・地域共生として子どもを対象とした活動について

Q1.施設内に地域の子どもをまねいて、食事の提供や学習支援、イベントの開催状況

Q2.開催する上でのハードルの有無

Q3.施設外での開催状況

Q4.今後、地域共生の推進として検討していること

２．相対インタビュー調査

・アンケート項目をより詳細に聞き取り調査（上記加盟団体から17施設程度実施）

https://sachikyouren.com/member/


アンケート集計結果
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◆総法人数（施設数）： 74法人（96件）

◆回答数： 42法人（47件）

◆回答率： 56.8％（49.0％）



Q1．施設内に地域の子どもをまねいて、食事の提供や学習支援、イベントを

実施していますか？
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● 実施している（17%）／以前実施していた（25.5%）：計42.5%

● 実施内容は、季節のイベントから日常的な居場所まで様々な形式



Q1．施設内に地域の子どもをまねいて、食事の提供や学習支援、イベントを

実施していますか？
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【実施内容】※相対インタビューで得られた回答も含む

夏祭り／地域交流の流しそうめん・スイカ割り／住民

と協働で高齢者の居場所づくり／近隣の中学生の実習

の受け入れ／地域共生カフェ／どなたでも集まれる地

域食堂／小学校就学前の子供の預かり／小中学生によ

る慰問／放課後クラブ／両親共働きの子供に昼食提供

／月1回のこども食堂／月1回リトミック／週1回小学生

のたまり場／昼食にカレーを提供／子供～高齢者まで

参加できるサロン+昼食提供／乳幼児の一時預かり／施

設のクリスマス会への参加／餅つき大会／近くの小学

生の催し物の事前発表を施設で行う／施設利用者が作

るだご汁をイベントで提供／

● 実施している（17%）／以前実施していた（25.5%）：計42.5%

● 実施内容は、季節のイベントから日常的な居場所まで様々な形式



Q2．開催する（又は検討する）上でのハードル（介護保険上のルールとの整合性、

衛生面での課題など）はありますか？
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1.衛生面（感染症）  46.2%

2.人員不足（時間/労力） 34.6%

3.資金不足（経営面） 23.1%

4.スペース（立地面） 19.2%

5.企画（ノウハウ）  15.4%

6.食中毒（誤嚥/ケガ） 11.5%

7.介護保険上の課題  3.8%

※自由回答・相対インタビューより項目分け
デイサービス提供時間中の場合、子どもの世
話に要する職員が必要となる。そういった場
合には人員基準を満たさないと指定権者から
指摘があると、検討もできない。



Q3．施設外で法人や施設担当として、地域の子どもをまねいた食事の提供や学習支

援、イベントを実施していますか？
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2.2%

● 実施している（2.2%）／以前実施していた（10.6%）：計12.8%

● 調査前は施設外のほうが多いという仮説だったが、施設内のほうが上回る結果

【実施内容】

子供に限らず、地域の拠り所になれるように開催

している／コロナ以前は地域の保育園と連携し、

年一回10名程度の園児を招いての交流会を実施し

ていた



Q4．今後、地域共生の推進として、地域の子どもや障害者などとつながりをもつた

めに検討していることはありますか？
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●地域交流スペースで子ども向けの企画
●秋祭りへの参加呼びかけ
●クリスマス会や焼き芋会を考えているが感染症が怖い
というのがある

●地域の小学校と連携、継続中
●まずは子どもと高齢者のふれあいから始める予定
●災害時等に役立つように、昔ながらの竈でご飯を炊く。
そして、おにぎりにして一緒に食べる



相対インタビュー結果

Q.こども食堂を含む多世代交流をなぜやっているのか？
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● 宅老所を始めたときから地域共生を掲げていたので、

自然とその様なイベントや活動に関心がある

● 町おこしや地域住人との連携や助け合いに繋がっているため

● 代表がそもそもイベントや地域交流が好きである



相対インタビュー結果
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Q.実施することの効果は？

● 利用者の活力や癒やしになっている／笑顔が増える

● 施設のPR材料となり、地域に周知してもらいやすい

● 職員から企画や業務内容の提案が増え、ボトムアップ経営になっている

● 旗を振ってくれる地域住民が出てきて、地域のたまり場として機能している

（地域に独居老人が多い）

● 高齢者に接しない子どもが増えてきているため、

子どもも学べたり地域の関係性で拠り所となっている

● 準備期間は大変であるが、開催中や実施後は職員もやりがいや充実感を持つよ

うになる

● イベントや地域連携の事業などと絡め、SNS発信からインターン生が訪れ、

採用に繋がっている



相対インタビュー結果
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Q.実施していない施設はなぜやらないか？

● こども食堂のノウハウが分からないことや、資金が現在は厳しい

● 人員が足りてない。行政への書類などが多く、手が回っていない

● 準備が大変そう。地域への周知（PR）方法もわからない

● 利用者優先を考えた時に、感染症が怖い

● 住宅を改装して施設運営をしている関係から集めれる広さが足りない

● 認知症がある利用者がいると、みんなで食べましょうは怖い

● 地域有志のボランティアの方々が、

近くで月２回ほど地域食堂(どなたでも参加)を実施している

● 立地が山の上や田舎であり、子どもが近くを通らない

● 場所的に遠方から来ると、送迎までする必要があり、人員面からも厳しい

● 職員が時間外で働く意味を感じることができないため

● 衛生面での”責任”を施設に問われるケースがある

● 継続することの大変さを感じる



相対インタビュー結果
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Q.行政からの通達や補助があれば実施に前向きになりそうか？

● 今でも唐津市では補助金を活用している。更に支援があるとやりやすい

● 少しはやってみようという後押しにはなるのではないかと思う

● 行政が絡むと書類提出が増え、更に大変になると思う。自由に運営をしたい

● 全社協の補助も縛りがある。食材購入費はNGなど。年12万くらいあれば食材

費は確保できる

● 補助金をもらうために報告書や資料準備などの手間が増える



相対インタビュー結果
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Q.またはどの様な後押しがあれば実施しそうか？

● コロナがすぐにおさまることはないと思うので、感染症を考えたらできない

● 立地的にどんな後押しがあってもできない

● トップの想いがあるかが大事であり、まずは実施することから

● モデルとなる施設からのレクチャーがあればやってみたい

● 資金面や人手不足の解消があればやってもよい

● 人手が少なく採用課題があるので、それを改善する後押しが欲しい

● 富山県や新潟県など、行政と連携して上手く地域共生ができているモデルを参

考にするといい（「富山型デイサービス（富山県）」惣万佳代子様、「実家の

茶の間（新潟県）」）
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ご参考（アンケート調査票）
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アンケート項目
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アンケート項目

17



アンケート項目

18



アンケート項目
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